
きりとり線

　インプラント治療においては、矯正治療と組み合わせることで治療効果をより増大でき（時には
侵襲を最小限にもでき）それによって患者さんが受ける恩恵もまた大きなものとなります。一方で、
矯正医との連携がうまく取れていないのであれば、逆に大きな不利益を特に患者側が被ることとなる
でしょう。
　今回、そうしたインプラント治療と矯正治療の連携をテーマとして、皆様との有意義なディスカッション 
ができることを楽しみにしています。ぜひこの機会にご参加ください。

［略　歴］
2005年　愛知学院大学歯学部卒業
2009年　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　大学院（歯科矯正学）卒業
2010年　広島大学大学院助教
2013年　浜松市 かみや矯正歯科・歯科開業
［現　在］
日本矯正歯科学会　臨床指導医・認定医
日本舌側矯正歯科学会　認定医

● 一般口演8演題を予定

日時：令和6年2月25日（日）
　　　10:00～17:00
会場：ホテルアソシア静岡 3階 葵の間

静岡市葵区黒金町56（JR静岡駅北口前）
TEL.（054）254ｰ4141

第41回　静岡県口腔インプラント臨床講演会参加申込書
フリガナ

氏　名

住　所
（〒　　　　）勤 務 先

歯科医師
技 工 士
衛 生 士

領収書
宛先名

お弁当

勤務先名

TEL（　　　）　　　－

1,500円
※購入される方は　印を
　入れて下さい。

懇親会
5,000円

※出席される方は　印を
　入れて下さい。

主催：静岡県口腔インプラント研究会／後援：静岡県歯科医師会

かみや矯正歯科・歯科 院長
神谷貴志先生（歯学博士）【講師】

　近年、包括歯科治療において矯正治療が介入するケースが

少なくありません。検査、診断分析から治療計画を立案する

にあたり、他専門分野の知識を理解し共有することは重要

だと考えます。そこで今回、矯正治療を含め連携して治療

を行なったケースを供覧すると共に、歯牙移動について

ご理解が深められればと思います。

●申込方法

歯 科 医 師
技　工　士
衛　生　士

懇親会　5,000円（17：00～3階　橘の間）

下記参加申込書のメールまたはFAX受信をもって受付といたします。
代表者一括でのお申込みの際は、参加者全員の氏名と資格をご記入下さい。
参加費は、当日納入、または事前にお振込み下さい。（振込手数料はご負担下さい。）
静岡銀行　本店　普通　1350505　静岡県口腔インプラント研究会
問い合わせ先　事務局　担当・松本　090-3389-0525 FAX（054）255-5304
　　　　　　　　　　　　　　　   E-mail： info@shizuoka-ois.jp

●参 加 費  （会員）  （非会員）
10,000円
2,000円
2,000円

15,000円
7,000円
7,000円

静岡県口腔インプラント研究会会長　長 谷 川  慶

包括的歯科治療における矯正治療の役割

石川知弘先生【講師】

　インプラント治療において良好な結果を得るためには、スペース
マネージメントが不可欠である。たとえ1歯欠損においても術前に矯正治療
の必要性を考慮すべきである。また矯正治療は、歯周組織を三次元的に
移動させることにより、骨・軟組織の量や形態をコントロールすることが
可能であるため、効果的なサイトディベロップメントの手段でもある。本講演
では、インプラント治療における矯正治療の効果について検討したい。

インプラント治療における
 矯正治療の効果

［略　歴］
1987年　広島大学歯学部卒業
1990年　磐田市 北島歯科医院開業
［所属及び所属学会等］
静岡県口腔インプラント研究会理事
５-D Japanファウンダー
日本臨床歯周病学会認定医
日本口腔インプラント学会専門医
European Academy of Esthetic Dentistry （EAED） Affiliate member

［略　歴］
1988年　広島大学歯学部卒
1988年　広島大学歯学部口腔外科第一講座入局
1990年　浜松市内にて歯科医院勤務
1996年　浜松市 石川歯科開業
［現　在］
静岡県口腔インプラント研究会監事
5ーD Japanファウンダー/米国歯周病学会会員
（特非）日本臨床歯周病学会指導医

北島　一先生【講師】

　歯周病の進行によって病的な歯の移動が起こり、歯列不正を
生じるため、歯周治療とともに矯正治療が必要となることが少なく
ない。歯周組織再生療法を伴う場合、矯正治療とのタイミングや、
また歯の移動の方向によって、治療効果にどのように影響を及ぼす
のかについて考察する。

歯周組織再生療法と矯正治療による
 歯の移動との関わり

特別講演

教育講演1 教育講演2

第41回第41回第41回


